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-中学校で卒業式

3月は別れの季節。第三中学校では 3

月18日に卒業式が行われ、約 250人の生

徒が巣立っていきました。式が終わ り、

卒業生が名残惜しそうに 3年間学んだ校

舎に別れをつげると、校門周辺には先生

や在校生がズラ リと並び、拍手で見送り

ました。

市民の動き (3月1日現在) 総人口118，482人(+6)/世帯数38，002(-37) ( )内は前月比です。



平成元年度

予算が

決ま

一
一
一
月
定
例
市
議
会
が
、
三
月
一
日

か
ら
同
二
十
二
日
ま
で
二
十
二
日
間

の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

上
田
市
の
一
年
間
の
仕
事
を
方
向
づ

け
る
「
平
成
元
年
度
一
般
会
計
予
算

案
」
を
は
じ
め
、
消
費
税
の
創
設
に

伴
い
市
の
施
設
の
使
用
料
を
引
き
上

げ
改
定
す
る
「
上
田
市
室
賀
基
幹
集

落
セ
ン
タ
ー
条
例
等
の
一
部
改
正
案
」

な
ど
、
四
十
五
議
案
が
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

した去
-aり

主
な
条
例
の

制
定
・
改
正

一般会計は223億円

-
上
田
市
ふ
る
さ
と
基
金
条
例
の
制

定ふ
る
さ
と
事
業
の
推
進
に
当
た
り
、

固
か
ら
二
年
度
に
わ
た
っ
て
交
付
さ

れ
る
一
億
円
の
効
率
的
な
運
用
を
図

る
た
め
「
ふ
る
さ
と
基
金
」

と
し
て

積
み
立
て
た

い
と
い
う
も
の
で
す

0

・
上
田
市
塩
田
地
区
有
線
放
送
電
話

施
設
条
例
の

一
部
改
正

消
費
税
法
か
四
月
一

日
か
ら
施
行

さ
れ
る
に
伴

い
、
使
用
者
に
税
を
適

切
に
転
嫁
す
る
た
め
、
有
線
放
送
電

話
使
用
料
等
に
つ
い
て
も
引
き
上
げ

改
定
を
す
る
も
の
で
す
。

-
上
田
市
公
害
防
止
条
例
の
一
部
改

正公
共
下
水
道
区
域
外
に
お
け
る
建

築
主
の
簡
易
浄
化
槽
の
設
置
義
務
規

定
の
中
か
ら
、
合
併
浄
化
槽
設
置
者

お
よ
び
農
業
集
落
排
水
設
備
設
置
者

を
除
外
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

-
上
田
市
室
賀
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

条
例
等
の
一
部
改
正

消
費
税
の
創
設
に
伴

い
、
施
設
使

用
者
に
税
を
適
切
に
転
嫁
す
る
た
め

同
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
、市
民
会
館
、

観
光
会
館
な
ど
市
の
施
設
に
つ
い
て

使
用
料

の
引
き
上
げ
改
定
を
す
る
も

の
で
す
。

-
上
田
市
農
業
集
落
排
水
施
設
条
例

の
制
定

下
組
地
区
の
農
業
集
落
排
水
施
設

が
ほ
ぼ
完
成
し
、
四
月
か
ら
供
用
開

始
さ
れ
る

こ
と
に
伴

い
、
使
用
料
な

ど
を
定
め
ま
し
た
。

-
上
田
市
下
水
道
条
例
の

一
部
改
正

上
田
市
下
水
道
使
用
料
金
審
議
会

の
答
申
に
基
づ
き
、
消
費
税
の
適
切

な
転
嫁
を
行
う
た
め
、
使
用
料
の
三

%
引
き
上
げ
改
定
を
す
る
も
の
で
す

0

・
上
田
市
水
道
条
例
の
一
部
改
正

上
田
市
水
道
料
金
審
議
会
の
答
申

に
基
づ
き
、

消
費
税
の
適
切
な
転
嫁

を
行
う
た
め
、

水
道
料
金
の

引
き
上

げ
改
定
を
す
る
も
の
で
す
。

パ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
、
本
部
席
な
ど
を

改
修
中
の
市
営
野
球
場

【2]7 広報うえだ 1.4.

麟
臼
年
度

繍
最
終
補
正
予
算

一
般
会
計
の
補
正
額
は
、
三
千
百

二
十
五
万
三
千
円
の
減
額
と
な
り
、

こ
れ
に
よ
り
昭
和
六
十
三
年
度
一

般

会
計
の
総
額
は
、
二
百
三
十
一
億
百

九
十
七
万
四
千
円
で
す
。
前
年
同
期

に
比
較
し
て
、
三
億
二

千
五
百
三
万

二
千
円、

一
・
四
%
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

〈
補
正

の
主
な
内
容
〉

マ
総
務
費

ふ
る
さ
と
基
金
へ
の
六

十
三
年
度
分
二
千
万
円
の
積
立
金
。

マ
民
生
費

国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
へ
の
基
盤
安
定
化
事
業
繰
出
金
一



一般会計当初予算のあらまし

その他
21億6，767万円 (9.8%)

分担金負担金
6億4，309万円(2.9%)

~ 

民 生 費 471意5，309万円 21.3% 

土 木 費 34億7，195万円 15.5 

主11'1公c> 務 費 271意9，050万円 12.5 

教 z同g: 費 26億5，988万円 11.9 

公 債 費 24億8，771万円 11.1 

農林水産業費 17憶3，846万円 7.8 

商 工 費 16億2，698万円 7.3 

{前 生 費 15億2，742万円 6.8 

j出 防 費 7億 701万円 3.2 

労 働 費 2憶9，646万円 1.3 

議 4z5z 、 費 21意6，117万円 1.2 

予 {蒲 費 3，000万円 0.1 

元年度

特別会計、企業会計当初予算額

土地取得事業 |億2，170万円 産 院 事 業

特 塩田有線事業 4，803万円 公
国民健康保険事業 44億5，777万円 営

収益的支出 21意3，728万円

日リ 交通 災 害共済事業 3，821万円 IE 資本的支出 1，510万円

福祉事業センタ一事業 |億2，057万円
dzb =z 老 人 保健事業 45億5，611万円

業 水 道 事 業

農業集落排水事業 3億 43万円
Zd己2』E 

言十 同和住宅貸付事業 3億 1，850万円 言十 収益的支出・・ 15億6，713万円

公共下水道事業 21億3，321万円 資本的支出一一 8億4，947万円

元年度
-
一

般
会
計
の
主
な
使

い
み
ち
は
、

4
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

千
二
百
八
十
六
万
七
千
円
、
多
く
の

か
た
か
ら
の
寄
付
金
を
社
会
福
祉
基

金
積
立
金
四
百
五
万
円
と
し
て
計
上
。

マ
農
林
水
産
業

費

将

来

の

需

要

に

備
え
て
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
用

地
取
得
費
を
計
上
。

マ
教
育
費

教
科
書
改
訂
に
伴
う
教

師
用
教
科
書
な
ど
の
購
入
費
の
ほ
か
、

遠
藤
利
治
様
か
ら
の
ご
寄
付
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
積
立
金
一
千
万

円
お
よ
び
基
金
の
運
用
益
に
よ
る
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
用
自
動
車
購
入
費

に
百
五
十
九
万
円
。

3月市議会で決ま った63年度予算

ネ甫 正 予 算 客真

一般会計 -3，125万3千円

特別会計 221万2千円

予 算 経、 客員

一 般 会 計 231億 197万4千円

特 別 会 計 124億5，227万3千円

ま次 欄麟酬

さの 幸皇子

れ意 ，t5' 

ま見
し 書
たが

メ己、
7 

回
グ〉

議
ぷ〉、
ヱエ
てが

見

量主
匡ヨ

(特別会計には産院事業も含む)

-
厚
生
年
金
制
度
の
改
正
に
関
す
る

意
見
書

今
日
、
大
蔵
省
・
厚
生
省
は
厚
生

年
金
の
保
険
料
率
を
二
・
二
%
引
き

上
げ
る
方
針
を
固
め
、

加
え
て
厚
生

省
は
支
給
開
始
年
齢
を
現
行
の
六
十

歳
か
ら
六
十
五
歳
に
引
き
上
げ
る
検

討
に
入
っ
て
い
る
。

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

配
慮
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

①
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
等
に
よ
り
保
険
金

は
自
動
的
に
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
で
、

保
険
料
率
の
引
き
上
げ
を
行
わ
な
い

こ
と
。
②
現
行
の
支
給
開
始
年
齢
六

十
歳
を
守
る
こ
と
。
③
現
行
厚
生
年

金
受
給
者
の
裁
定
額
を
ベ

ー
ス
ア
ッ

プ
並
み
に
引
き
上
げ
る

こ
と。

7 広報うえだ 1.4.

園
舎
が
改
築
・さ
れ
る
川
辺
保
育
園
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3月議会リポート

このように

使います

元年度一般会計(歳出)の主な内容

1> 1ふるさと基金」積立金・・・・・・・・・・・・・・・ 8，000万円

1>情報提供事業“猿飛くん" (端末機を塩田公民

館など公民館 5か所に増設)...... ... ... ...870万円

bヒューマングリーンプラン基本計画作成委託(東

山国有林の活用基本計画)..••......•..• 1，000万円

b市制施行70周年記念事業・・・・・・・・・・・・・・・ 6，463万円

じ〉婦人行動計画策定事業…-一...一-一.....一一.61万円

1>上田市社会福祉協議会福祉基金補助金

. 2，000万円

1>(社)シルバ一人材センター補助金・・・ 2，260万円

b寝たきり・痴呆性老人短期保護事業・・・ 207万円

bホームケア促進事業(寝たきり・痴呆性老人と

介護者が施設に入り介護技術を習う)一.23万円

じ>東塩田児童センター建設事業・・・・・・・・・8，080万円

1>報思寮スプリンクラー整備事業…・・・ 3，300万円

b川辺保育園園舎改築事業・・・・・・…一.1億8，316万円

スプリンクラーが取り付けられる報恩寮

1>新農業構造改善事業補助金(泉田地区ライスセ

ンター整備事業への助成).........1億7，189万円

2年計画で36戸が建設される千曲町市営住宅

じ〉商工業振興助成事業(用地取得、工場等設置事

業、共同施設設置事業) ............2億3，491万円

じ〉中小企業融資預託金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10億281万円

1>観光案内標識整備事業-一 ............•. • •. . 474万円

b平井寺温泉湯量 泉湯調査委託............66万円
ぺ〉 くら

b上田城南櫓誘客施設整備事業............450万円

1>脱スパイクタイヤ対策事業.........一....330万円

b市道新設改良事業.........一.....一.10億 1，191万円

1>河川改良事業(蛭沢川、神宮川など)

...3億3，889万円

b上田駅大星線整備事業・.........一...2億5，311万円

b大手町下郷線整備事業・・・・一一-一....1億6，840万円

じ>上田駅川原柳線整備事業(現況測量、調査委託)

100万円

1>1歴史の散歩道」整備事業・・・・一一.......7，000万円

b天神 1丁目地区市街地再開発事業(駅前周辺1.4

haのB調査など)...........................2，200万円

b千曲町市営住宅建替事業・・・・・・一.......2億 177万円

1>1教育うえだ」発刊事業・一一........一…一.382万円

じ〉学校教育用児童 、生徒送迎用ノ〈ス購入 (上田創

造館利用などの送迎用 )..................1，350万円

1>神科小学校プール増設事業・一一-一....3，500万円

1>農業バイオセンター管理運営業務委託料(地域 1>二 中屋内体育館大規模改修事業…...4，500万円

振興事業団へ委託)ー・…・ー・ー・一一.......3，186万円 じ〉旧第一学校給食セ ンター内部改造事業

b水田農業確立機械施設等導入事業補助金(農機 一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•. • •.• .•• .• .. •• 1，500万円

具格納庫などに対する助成)一.....一…2，420万円 1>五中校舎増築事業・ー…..................9，608万円

b特定地域農業振興総合対策事業補助金(生活改 じ〉埋蔵文化財保護緊急発掘調査(林之郷遺跡、琵

善センタ ーなどに対する助成)・一一....1，766万円 琶塚遺跡、下之郷古墳群など)一.......9，450万円

じ〉農業用地熱開発精密調査委託料(室賀地区) 1>図書館業務OA化事業一・一..一…ー・ー・5，000万円

. 500万円 1>室内プール建設事業(地質調査、測量など委託

b卸売市場整備基本計画作成委託・・・一.3，800万円 および基本設計のコンペ報償費)…・・・・・・712万円

広報うえだ 1.4. 1 (4] 



|税!のlコ1-1ナト|⑥l

退職金と税
個人の住民税は、前年中の所得に対してその翌

年に課}税する前年所得課税ですが、退職所得は、

他の所得と区分して退職金ガ支払われる際に徴収

する現年分離課税です。しだがって、退職所得の

住民税の税額計算および徴収は退職金の支払者ガ

行い、申告納入することになっています。

-退職所得の計算方法 ※ 

退職所得の金額=(退職金ι 退職所得控除額)

×づき

※退職所得控除額

①勤続年数が20年以下の場合

40万円 ×勤続年数 (80万円に満たないときは

80万円)

②勤続年数が20年を超える 場合

800万円+70万円 X(勤続年数一20年)

-退職金の税金

退職金に対する税額は、退職所得の金額に税率

を用いて、そこから 10%に相 当する金額を控除し

て計算します(税率は下表のとおり)。

退 職金に対する税率

I~ 適用課税所得 税率 速 算控除額

市
120万円以下 3% 

民
120万円越 え

8% 6万円
一500万円以下

税
500万円越 え 11% 21万円

県 500万円以下 2% 
民
手見 500万円越え 4% 10万円

匡豆w退職金カぜ1，500万 円で勤続年数が25年の

場合

勤続年数 退職所得控除額

8，000，000円+700，000円X(25年一20年)= 11，500，000円

退職金 退職所得控除額
目 退職所得の金額

(15，000，000円ー 11，500，000円)Xす=1，750，000円

砂市民税

退職所得の金額 税率 速算控除額

1，750，000円X8 % - 60，000円=80，000円

80，000円一(80，000円Xlo%)=172，000円|

[ 5J 広按うえ万 1.4.1 

砂県民税

退職所得の金額 税率

1，750，000円 X 2 % = 35，000円

35，000円ー (35，000円XIO%)=r3T，500円|

市民税 県民税 退職金に対する税額

72，000円+31，500円=103，500円

しかし、実際には以上のような計算はせず、退

職金から退職所得控除額を控除した後の残額(2 

分の 1を掛 ける前の金額)をもとにして、 地方税

法の「退職所得の特別徴収税額表J によって税額

を求めます(この表は各事業所に 1部ずつ配布し

てあります)。

-徴収した税額の納入

退職金の支払者は、徴収 した税額を、退職者が

退職金を受ける日の年の 1月 1日現在において住

所のある市町村に 、その徴収した月の翌 日10日ま

でに納めていただくことになっています。

以上で退職金に対する課税徴収の手続きが終了

します。

〈退職金に対する税額の課税徴収のしくみ〉

②税額の計算

(退 ①退職所得 特退

納税義 申告書の 別雲
職 提出 徴の !・・

務 者 ヰ義又 弘支 ⑤税額の納

者 務 者
入(徴収

③退職金の 者 しf二月の
支払いの 翌月 の 10
際、税額 日まで)

をf数ヰ又

④特別徴収

票の公布

b問 い合わせ 市民税課(内線1281)

市

回丁

村



司

上田市水道料金表 (2か月)

一
量口 料 金

器水
基本料金

水量料金

の f歪 水 豆E三ヨ王 料金 1m'につき

13mm 1，220円 1 rげ- 16m3 0円

20mm 2，480円 17m3
- 60m3 105円

25mm 3，560円 61 m3 -100m3 121円

101 m3
_ 133円

30mm 6，520円

40mm 9，960円 1 rげ-60m3 105円

50mm 17，240円

75mm 37，380円 61 rげ -100m3 121円

100mm 60，840円

125mm 90，260円 101 rげ~ 133円

150mm 129，820円

じ>61 m'ー 100m'の 料 金 計 算 方 法 =

(使用水量-60附)X 121円+5，840円

1> 101 m'以上の料金計算方法=

(使用水量一 100m')X133円+10，680円

水量 水道料金 水量 水道料金 水量 水道料金

円 m' 円 円l' 円
21 1，745 41 3，845 

22 1，850 42 3，950 

23 1，955 43 4，055 

24 2，060 44 4，160 

m' 25 2，165 45 4，265 。
26 2，270 46 4，370 

27 2，375 47 4，475 

1，220 28 2，480 48 4，580 

29 2，585 49 4，685 

30 2，690 50 4，790 

16 31 2，795 51 4，895 

32 2，900 52 5，000 

33 3，005 53 5，105 

34 3，110 54 5，210 

35 3，215 55 5，315 

36 3，320 56 5，420 

17 1，325 37 3，425 57 5，525 

18 1，430 38 3，530 58 5，630 

19 1，535 39 3，635 59 5，735 

20 1，640 40 3，740 60 5，840 

水道料金早見表 (2か月)口径13ミリ

マナーを守るう

4月6日(木)---15日(土)

実遇ルールを確認し‘
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元同竺竺

市の水道料金ガ改定され、 4月使用分から新し

い料金に変わりましだ。この内容については， 2 

月16日号の広報に掲載しましだので、ご覧くだ、さ

い。今回は、料金の計算方法などについてお知ら

せします。

なお、消費税分については、今回の改定に舎ま

れていません。消費税に伴う料金改定は、経過措

置により、上田市の場合は6月オ日以降の横針分

から適用となりますが、内容については次号以降

の広報でお知らせします。

i紛紛繊掛誌士総詰ま~~d;dV 弔

辞ヴ官2"か月に 1回です
一

水道料金は、検針日から検針日の聞の水の使用

量で決まっていますが、現在の検針は 2か月に 1

回行っていますので、料金も 2か月分料金です。

一般家庭に取り付けてある口径13ミリ量水器の 2

か月水道料金早見表は別表のとおりです。検針の

際の「水道使用量のお知らせ」にある使用水量に

あてはめてご利用くださ ¥"0

括合お話再奇話器諾お話器諾琵ff:〆r

j鍛鍛鍛鍛 鍛炉心

機~t~納入は新旧料金併用
廿。ρ

新しい水道料金は、平成元年 4月分として納め

ていただく料金のうち、 4月 1日以降に使用する

水に対する料金からになります。この取り扱いは

検針を 2か月に 1回行っていることによるもので

す。実際は、納期限が 5月末日の納入通知書から

新料金になります。この通知書に書かれている使

用水量は 3月と 4月に分けて計算されています。

分け方は検針日から検針日までの問にそれぞれ属

した月の日数によります。これを基礎にして分け

・られた使用水量に応じて、 3月分は旧料金、 4月

分は新料金として計算し、合算されています。こ

の計算はすべて電算処理により、納入通知書とし

て皆さんに通知します。

なお、納期限が 4月末日のものは、 2 . 3月分

に使用した水ですから旧料金となります。

【ア] 広按うえ万 1.4. 1 

水道料金が
変わりました

活pl~~tJl':t;窃Q，~tJ~Q，utJ~Et関古伊『戸戸、

滋A問務~~r'ò~:
務調響、の計算はすぐできます

水道料金は、基本料金と水量料金を加えた額で

2か月分の使用水量の料金です。

道料金=基本料金+

(使用水量 基本水量)X水量料金 i

E豆w一般家庭で使用している口径13ミリ量水

器の場合(2か月分)

①基本水量以下(0 ~ 16 m') 

基本料金1，220円のみ

②17 m'以上60m'以下 (36m'使用の場合)

3，320円=1，220円+(36m3 -16m3
) X 105円

(jか月州(1iか月の)(jか月の)(7}カ月の
基本料金/使用水量/基本水量/ 水量料金

③61 m'以上100m'以下 (80m'使用の場合)

8，260円=1，220円+(60m3 -16凶)X 105円

+ (80m3 -60m3
) X 121円

これを整理すると 、

61m3以上100m3以下の水道料金=(使用水量

一 60m3
) X 121円+5， 840円

※水道料金を計算して端数が出ると、 0円-4

円は O円、 5円-9円は 5円として請求して

います。

※口径20ミリ以上についても、各口径ごとの基本

料金を置き換えると料金計算ができます。

・問い合わせ 水道局業務課(内線1853)



岩清水 金沢五郎 22-4784 75 中 八木沢 馬場彰夫 38-6016 171 
」度記担

矢 沢 田 中兵次 23-0821 127 。八 舞 田 中純一郎 38-2834 45 

殿
。赤 坂 佐藤 栄 24-4075 103 田‘ 学海 北 市川 直行 38-3783 200 

j奈 戸 中村 豊詮 22-3572 36 。十 人 小林秀一 38-3067 78 

士性~
。下 高且 岩井文雄 38-5207 131 

西
塩田新町 山 極基信 38-5772 134 。中 高且 峯村幸徳 38-3634 168 東削 山 滝沢寅次郎 38-5579 153 

山 奈良尾 窪 田 昭義 38-4422 114 塩 西 削 山 小山勝喜代 38-7092 113 
平井寺 窪 田 一 徳 38-2704 60 。手 塚 樋口 目白 38-7421 215 

東 鈴 子 本間 明 38-6566 141 
田

山 田 倉沢大八郎 38-4700 82 

塩
石 神 皆瀬茂徳 38-5245 150 野 倉 吉池秀栄 38-4137 48 。相P 沢 坂 田 章 38-2457 98 分 去 西井国雄 38-7258 230 

田。下之郷 横関哲一 38-2785 315 思Ij 大 湯 藤極一良 38-5516 99 
桜 荒井 j青 38-6974 78 所。院 内 倉沢 俊 平 38-3123 155 

下本郷 岩下 猛 38-5621 111 。上 手 玉木昌雄 38-4624 56 
東 五 加 石井真弓 38-6214 52 仁古 田 戸 島 正 31-2707 208 

中 五 加 竹 内 寅雄 38-4316 625 。 岡 遠藤直人 31-2547 286 
上本郷 内藤 清重 38-3775 187 

)11 
浦野 小山和 宏 31-3365 240 

塩
中 聖子 小 出 公博 37-4486 220 越 戸 井沢徳雄 31-2334 106 
上小 島 小泉 憲 一 38-2987 77 藤之木 高松 31-3024 91 
下 小 島 和国政晴 38-5517 92 。 泉 赤羽悦男 24-6174 454 

田。保 野 本多義英 38-5362 276 
西

下 室賀 久保田昭一 31-2184 216 
学海南 平坂 匡 38-4801 136 。上 室賀 清 水千秋 31-3646 202 

舞 田 福沢 泉 38-6356 130 ひばりケ丘 明石 実 31-2495 97 

4斜砂 品婦人教室の受講生募集 d 磁4
b開催場所 働く婦人の家(文化セ ンタ ー横) b申し込み 4月16日(口)午前 9時から、働く婦人

1>対象者 市内に住んでいるか、市内事業所に の家へ材料代 などを添えて申し込ん

でくださし、(先着順 )。電話申し込み

は受け付けしません。

勤めている婦人(初心者)

1>受講料 無料(テキス ト、材料代は実費)

講座名 日 手呈 時 間 疋..... ー唱貝= 議 師 ヰオ来十代など

木 彫 5月-9月の月曜 日(10回) 午後6時-8時 25人 掛)11 忠夫さ ん 3，000円

ペン習字 5月-9月の月曜日(10回) " 30人 唐沢斐夫さん 2，000円

手 f婦 み 5月-10月の月曜日(10回) " 30人 (山市浦川よ源し子子)さん 1，000円

やさ しい英会話 5月-7月の月曜 日(10回) 午後6時-7時 30人 坂 田 ひ ろ み さん
マノレコム .M 1，800円

東l し ゆ つ 4月-6月の火曜日 (5回) 午後6時-8時 25人 遠藤 きみさん 1，500円

料 理 5月-9月の火曜日(10回) " 24人 岩崎敬子さん 1回分 500円

着 付 lナ 5月-6月の木曜日(8回) " 30人 福島佳子さん 1，000円

生 け 花 5月-11月の木曜日 (10回) " 25人 土屋幸子さん 1回分 750円

篠 編 み 5月-9月の金曜日(8回) " 25人 藤森すみ子さん 2，500円

毛筆習字 5月-9月の金曜日(10回) " 30人 滝沢光樹さん 500円

洋裁 リフォーム 4月-8月の金曜 日(8回) " 20人 溝口 洋子さん 1，000円

ノfンフ ラワー 4月-6月の金曜日 (5回) " 20人 清水 信子さん 2，000円

茶 道 4月-9月の金曜 日(10回) " 25人 山口 輝子さん 2，000円

フラワーデザイン 4月-6月の金曜日 (5回) " 30人 石川美和子さん 3，000円

木目込み人形 5月-7月の土曜日(5回) 午後l時30分-3時30分 20人 伊倉 光子さん 3，000円

て ま 5月-7月の土曜日(5回) " 25人 両角 節子さん 2，200円

ジャズ体操 5月-7月の土曜日(6回) 午後6時30分-8時 30人 酒井園子さん 500同

※毛糸機械編み(昼間)と家庭介護(夜間)の講習会を10月に実施する予定です。希望者は随時受け付けます(電話可)

広報うえだ1.4. 1 r8J 



。地区会長 O地区副会長(敬称略)

自治会 名 自治会長名 電話番号 世帯数 自治会名 自治会長名 電話番号 世帯数

。 踏 入 宮川幸雄 22-3686 580 0 千曲町 阿 部 新 治 24-4954 560 
泉 町 満木 茂 22-7731 136 

塩
秋和 中 沢 郁 夫 24-2538 600 

東。 上常国 関 延雄 22-5752 400 。 上塩尻 川合蔵人 22-6346 460 
中常 田 矢 島邦雄 22-2678 375 尻

。 下塩尻 山崎恭一 24-6509 350 
下 常田 山浦 真 一 23-2417 140 上回 原 中村 栄 22-4164 224 

部 北 常国 柳沢忠一 22-9247 371 。 川辺町 松沢 手口 27-5420 1370 
材木 町 手塚 春 夫 24-3911 560 )11 。 居l入 升 海瀬永徳 27 -1972 505 
常 入 平野茂雄 24-5914 119 辺 神 土田 手塚道顕 23-2646 475 
南 天 神町 小坂井 重 市 22-9486 302 下之条 北村政治 27-7058 390 

。 泉 平 伊比文作 22-9619 120 築 地 宮沢荘一 24-9007 193 
南 北 天 神町 畑野延正 22-1693 355 泉 東築地 荒木樹徳 24-7956 123 

松尾町 山極勝夫 22-0185 116 回 半 過 石井啓治 27-0770 125 
。 鷹匠町 白井 季 次 22-8393 145 福 田 宮 島幸ニ 22-9555 260 

部 本 町 中沢 一 22-9144 165 。 =ロと 田 西川 力 男 24-8657 287 
末広町 大森 袈裟董 22-4730 86 。 大 屋 ニ浦清男 35-0053 610 
大手町 川上 喜二郎 24-5371 300 正ιょ玉」 下 長谷川光男 35-2301 216 
横 町 相沢 実 22-0023 155 。 下 青 木 宮 島一郎 35-0032 180 

。 海野 町 石井幹雄 22-1305 228 神 みすず台南 菊池忠治 35-0858 258 
中 原 町 加 藤荘次郎 22-3600 155 みすず台北 堀内洋二 35-2438 400 

袋 町 金 子 秀利 22-1073 75 上青木 尾崎 早~ 35-1252 162 
馬場町 横谷 重 時 22-1373 160 梅が丘 局木 忠 35-1808 250 
田 町 清 水平八郎 22-5905 48 久 保林 阿部昭一 35-1774 251 

央 丸堀町 宮 原 長一郎 22-3730 182 里 坪 坂田守人 27-2752 95 
木 町 柳沢武 夫 24-1053 179 )11 上 沢 竹内 j成 22-7874 290 

。 北大手 佐 藤 順ニ 22-9558 165 国 分 小林進一郎 22-7517 286 
上川原柳町 青 木昭良 22-1522 550 下 堀 山辺綱雄 23-0571 315 

。 下川原柳町 大 久保佐太郎 22-0194 116 上 堀 中沢武茂 22-8763 235 

ヰヒ 愛 宕町 長 坂良ニ 23-0227 240 土田 山 大井正吉 27 -1025 43 
上 鍛 冶 町 赤岡 日 =口と 22-2765 70 伊 勢 山 平林 2重5量L 27 -3471 455 
鍛冶町 石 井邦男 22-4617 210 富 士見台 荒井秋寿 24-1379 206 
上房山 水野洋二 22-0718 95 神 神科新 屋 金井 勇 27-8380 170 
下房山 今 水 博 22-0693 130 野 竹 今 井幹雄 22-6620 186 

部 相P 町 山崎 賢一郎 22-4607 62 西野竹 堀内幸一郎 24-2194 220 
。 事庁 田 白井 清重 23-2470 1400 。 笹 井 井出 久 24-7260 150 

上紺屋町 林 甲子二 22-1860 170 )11 原 小林陽一 27-7423 88 
。 下紺屋町 宮本宜 範 22-4020 377 ~王A F可 矛 野光正 24-3568 240 

鎌 原 西 原 昭 二 23-1398 185 染 屋 川上哲治 24-6520 585 
西 脇 手 塚 {I多 24-0894 138 。 蛇 ?尺 両橋正二 23-1593 180 

西 新 町 橋 本 千 春 24-4832 123 〈豆F 井 平 林利美 24-9308 330 
諏 訪 部 森 山 虎 雄 22-8970 165 科 山 口 山崎善治 23-0848 237 
生 塚 滝 沢慎一 23-1463 200 大 久保 大 矢 俊英 24-0890 181 
常 磐 町 白 鳥文彦 22-8157 295 長 島 竹 中ニ 干男 23-1383 630 
緑が 丘 成 沢文雄 22-1673 200 。 金 剛 寺 滝沢良晴 27-7604 87 

音日 新 屋 局 橋 一 己 22-8915 480 森 宮 原和雄 24-6500 49 
緑 が 丘北 藤作敏雄 22-9196 381 大 日 木 中村一男 24-7681 62 

。 緑 が 丘西 塚本 章 22-2083 285 長 入 中沢 悦 雄 27-1241 25 
城 1ヒ 関 一雄 23-1466 358 豊 宮之 上 宮之上幹 夫 24-5938 29 

牧 片岡利男 22-3790 167 小井田 平原長雄 36-2971 68 
。 諏 訪 形 長 岡 繁雄 27-2435 520 中 吉 田 清 水 女子 35-0603 100 

城 須 )11 横 林 森 衛 24-6723 33 。 町 吉 田 荻原袈裟男 35-0736 90 
。 中 村 細田 万喜治 24-5841 415 ひか 岸田菊治 36-2982 118 

朝日ケ丘 井 出 幸夫 24-7924 240 殿 桜 」EA3 白 石 久 夫 24-1506 220 

下 ニ 好町 浦野 5L 22-6830 174 下 吉 田 中本 益夫 36-2024 35 
{在日 所 児 玉 E了コ 27-3434 725 林 之 郷 海沼静雄 27-3510 110 
中 之条 吉 田 久美 24-2371 445 下 期1逢 坂秀重 24-9326 137 

[9] 広報うえだ1.4. 1 



E 

-忘れないで納期限

市税の完納に

ご協力を

税
金
は
下
表
の
「
市
税
等
の
納
期
ご

よ
み
」
の
と
お
り
、
納
期
限
を
定
め
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
市
の
財
源

と
し
て
大
切
な
税
金
を
滞
納
す
る

こ
と

の
な
い

よ
う、

納
期
限
ま
で
に
完
納
さ

れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

0

・
口
座
振
替

忙
し
い

人
に
は
手
数
が

省
け
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
お

勧
め
し
ま
す
。
納
税
通
知
書
と
通
帳
印

を
持
っ
て
、
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
か

収
税
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

0

・
納
税
組
合
自
治
会
に
納
税
組
合
が

あ
る
場
合
、

納
税
組
合
長
に
加
入
の
申

し
出
を
す
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

-
納

税

袋

後

日
、
各
家
庭
へ

納
税
袋

を
配
布
し
ま
す
。

納
期
限
の
確
認
や
納

税
通
知
書
の
保
管
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

収税課(内線 1303)

市税等の納期ごよみ

よよ!元年 2年

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 |月 2月 3月

固定 資 産税 |期 2期 3期 4期

都市計画税

市県民税
|期 2期 3期 4期

軽 自 動 車税
全期

国民健康保険税
|期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

国民年金保険料
前納 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期 11期 12期
|期

5月 5月 6月 7月 8月 10月 10月 11月 12月 i月 2月 4月

納 期 限 l日 31日 30日 31日 31日 2日 31日 30日 25日 31日 28日 2日
(月) (7}Z) (金) (月) 休) (月) (火) 休) (月) (7付 ~}Z) (月)

ー，ー ーー - - 鴨 亭 停 明 ー ー - - - 鴨 - - - ー ， 明ー --ー ーー ー ーー ー ， - -ー ー ーー ー ーー ー ー -----_-- - ーーーーーーーー・ー - --- ー・ ー ーー ー ー ・ ー ---ーーーー

納期限(国民年金)
4月28日 9月29日 3月30日

(創
// // // // // // // // // 

(創 (金)

一

平成元年度

ス
ト
レ
ス
と
い
う
言
葉
は
、
最
近

さ
り
気
な
い

会
話
の
中
で
も
よ
く
使

わ
れ
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
と
は
、
ど
う

い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。

精
神
的
な
疲
れ
が
た
ま

っ
て
い
る

時
な
ど
、
こ

の
言
葉
で
片
づ

け
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
時
と
し

て
ま

っ
た
く
反
対
の
事
に
対
し
て
使

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

体
に
不
都
合
な
反
応

人
聞
の
体
は
、
外
の
環
境
が
変
わ

っ
て
も
体
の
中
の
働
き
を
一
定
に
保

つ
調
整
機
能
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

気
候
が
暑
く
て
も
寒
く
て
も
体
温
は

三
十
七
度
前
後
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
部
の
状
況
に
も

っ
と
も
適

ど岱 健康メモ

心の健康

~ストレス①~

し
た
反
応
を
示
す
働
き
も
あ
り
ま
す
。

恐
ろ
し
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
胸
が
ド

キ
ド
キ
し
た
り
、

血
圧
が
上
が

っ
た

り
、
筋
肉
や
脳

へ
血
液
の
流
れ
る
量

が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
ど
ん
な

事
態
が
起
こ

っ
て
も
す
ぐ
に
行
動
に

移
れ
る
よ
う
、
体
が
準
備
し
て
い
る

の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
体
に
い

ろ
い
ろ
与
え

る
刺
激
を
、
も
と
も
と
は

ス
ト
レ
ッ

サ
|
(ス
ト
レ
ス
源
)
と
呼
び
、
そ
れ

に
よ

っ
て
起
こ

っ
た
体
の
反
応
を
ス

ト
レ
ス
と
呼
び
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

最
近
は
、
精
神
的
な
刺
激
に
よ

っ
て

起
こ
る
体
に
不
都
合
な
反
応
を
ス
ト

レ
ス
と
言

っ
て
い
ま
す
。

[10] 7 広報うえだ 1.4.

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
て

そ
れ
で
は
、
ス
ト
レ
ス
に
立
ち
向

か
う
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
自

分
の
受
け
て
い
る
ス
ト
レ
ス
を
自
覚

す
る
こ
と
で
す
。
人
に
よ

っ
て
ス
ト

レ
ス
の
原
因
は
様
々
で
す
。
ま
た
、

同
じ
原
因
で
あ
っ
て
も
受
け
る
人
に

よ

っ
て
、
す
ぐ
に
イ
ラ
イ
ラ
す
る
人

と
平
気
な
人
と
反
応
も
様
々
で
す
。

例
え
ば
、
仕
事
の
疲
れ
を

ス
ト
レ

ス
と
感
じ
て
い
る
人
が
い
る
と
し
ま

す
。
そ
の
仕
事
か
気
に
入
ら
な
か

っ

た
り
、
自
分
の
持

っ
て
い
る
以
上
の

力
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、



受
益
者
負
担
金
の

一日

F
賦
課
地
区
を

公
告
し
ま
す

公
共
下
水
道
の
受
益
者
負
担
金
は
、
下
水

道
事
業
を
進
め
る
た
め
に
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
重
要
な
建
設
財
源
で
す
。
工
事
区
域
の

拡
大
に
伴
い
、
下
図
の
と
お
り
、
平
成
元
年

度
賦
課
対
象
区
域
が
四
月
一
日
に
公
告
さ
れ

ま
し
た
。

該
当
地
区
に
土
地
を
所
有
し

て
い
る
皆
様

に
は
、
負
担
金
額
を
決
定
す
る
た
め
に
受
益

地
の
申
告
な
ど
、
四
月
十
日
間
ま
で
に
提
出

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
通
知
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
お
忘
れ
の
か
た
は
お
早
め
に
提
出
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

資
産
税
課
(
内
線

1
2
9

3
)
ま
た
は
下
水
道
課
(
内
線

1
5
3
3
)

受益者負担金賦課区域図

元年度賦課対象地区~

既 賦課地区亡コ

※今回の賦課対象地区は、上図斜線の上塩尻・下塩尻・秋和

の 部と、上川原柳町・愛宕町・材木町・常入・染屋・上常田・

踏入それぞれの一部区域です。

何
か
の
方
法
で
息
抜
き
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

職
場
の
空
気
が
汚
れ
て
い
た
り
、

雑
音
が
多
い
な
ど
、
悪
い
環
境
を
少

し
変
え
る
だ
け
で
と
れ
る
疲
れ
も
あ

り
ま
す
。
自
分
で
で
き
る
ち
ょ
っ
と

し
た
工
夫
で
、
多
少
の
ス
ト
レ
ス
は

解
消
で
き
る
も
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

ー
ス
ト
レ

ス
の
チ

ェ
ッ
ク
項
目
|

①
頭
が
重
い

②
目
が
疲
れ
る

③
と
き
ど
き
鼻
が
つ
ま
る

④
固
ま
い
を
感
じ
る

⑤
立
ち
く
ら
み
し
そ
う
な
こ
と
が

あ
る

⑥
耳
な
り
が
す
る
こ
と
が
あ
る

⑦

口
内
炎
が
で
き
や
す
い

⑧

の
ど
が
痛
く
な
る
こ
と
が
多
い

⑨
舌
が
白
く
な
る

⑪
食
欲
が
な
い

O
胃
が
も
た
れ
る

⑫
腹
が
は
る

⑬
肩
が
こ
る

⑪
背
中
や
腰
が
痛
く
な
る

⑬
疲
れ
が
と
れ
な
い

-
や
り
方
と
判
定

三
十
の
項
目
(
症
状
)
の
中
か
ら

該
当
す
る
も
の
に

O
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

O
の
数
が
・
:

問
題
な
い

軽
い
ス
ト
レ
ス
状
態

ス
ト
レ
ス
状
態

マ
5
以
下

マ
6
1
m

マハ
j

m

ス
ト
レ
ス
を
チ
工
ツ
ク

左
の
表
で
ス
ト
レ
ス
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
点
数
の
高
か

っ
た
人
は
、
ス

ト
レ
ス
を
考
え
る
と

同
時
に
、
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と

も
大
切
で
し
ょ
う
。

次
回
は
ス
ト
レ
ス
の
解
消
法
で
す
コ

⑬
や
せ
た

O
す
ぐ
疲
れ
る

⑬
起
床
が
つ
ら
い

⑬
や
る
気
が
で
な
い

⑫
寝
つ
き
が
わ
る
い

@
夢
を
見
る
こ
と
が
多
い

⑫
夜
半
す
ぎ
か
ら
ね
む
れ
な
い

③
急
に
息
苦
し
く
な
る

⑫
動
惇
(
ど
う
き
)
を
打
つ
こ
と

が
あ
る

③
胸
痛
が
あ
る

③
か
ぜ
を
ひ
き
や
す
い

@
す
ぐ
腹
が
立
つ

③
手
足
が
冷
た
い

③
手
や
わ
き
の
下
に
汗
が
多
い

⑮
人

と
会
う
の
が
い
や

広報うえだ 1.4. 守

専
門
医
へ

マ
引
以
上

ま
た
次
の
症
状
の
あ
る
人
は
、
診

断
表
で
問
題
な
し
と
判
定
が
で
き
て

も
要
注
意
で
す
。

O
疲
れ
が
と
れ
な
い

O
頭
が
す
っ

き
り
し
な
い

O
肩
が
こ
る

0 

疲

-・・・
a

aq--
an---
，，E
・‘

れ
や
す
い

O
イ
ラ
イ
ラ
感
が
あ
る



3月21日から 3日間、上田市少年サ ッカ一大会

が長野大学グラウンドで開催されました。今年で

4回目を迎えた同大会は 、小・中学生の自治会単

位で42チームが出場。選手たちは日ごろ鍛えた技

をいかんなく発揮、熱戦を繰り広げました。
け，

R
司
、

J
h
E
バJ

に
待
選

昨年 4月に開校した川西小学校に待望の校歌が

でき、 3月11日には全校児童 をはじめ学校関係者

が集まって校歌制定記念式典を行いま した。式で

は「光あふれる上田の青空は いつも新しい夢の

画用紙・ー」 で始ま る校歌を、児童全員が大 きな声

で歌いました。

い十分.ノ

明るくなったね地下道

このほど、上田バイ パスの新田第 1地

下道 ( 山口 ) に 30~ ;;: の壁画が完成しまし

た。昨年、地下道を明る くし、 落書きを

防 ぐことをねら いに、地元自治会、北小、

3中の代表な どで委員会を組織。そして

先月 21日か ら同地下道 を通学路にしてい

る北小の 5、 6年生が制作に取り組んてい

きました。壁画のテーマは「夢のせかい」。
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古マ 削 口手紙封書の料金 4月 1日現在よ郵 巾

{便更 t消肖 こl山1! z 

王富 詰 !区 JJI咋量!い25gρまで 50gμ山ま灯で叶110∞Ogμまで寸l叫まで寸|叫まで叶1 1匂ま灯叶で叶|長 2患郵遅
四 教 |定形郵便物!閉 l閉 l |定はの便税
日 A受室 |定形外郵便物 120円 1 1げ75円 1 2問 1 36印0円 1 670円|さ 、導料の

毎 T警の ※定形郵便物の大きさは、長さ付付刊カが州《汁14-→23帆幅

月五 土主ヒ のです。これ以外は定形外郵{便更物となります。 し 一 よ が入

管見皇 口はがき、ミニレ夕一(郵便書簡)の料金 セitり)、空で

( 日 套 |通常はがき判141明円 l絵入りはMがき判1 62伺円 l小包はがき判1 41円円 I '0 国 (伊号z士呆 |往復はがき 1閉 1エコ 一はが内き 13お6円 11ミニ レ夕 一 15引|円! 去ロ t司

広報うえだ 1.4. 1 [12] 



満足感と喜び・・.

上
信
越
自
動
車
道
上
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
中
心
く

い
打
ち
式
が
先
月
十

一
日
、
住
吉
の
料
金
所
建
設
予
定
地

付
近
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
約
百
五
十
人
が
出
席
。

く
い
打
ち
は
永
野
市
長
ら
十
二
人
で
力
強
く
行
わ
れ
、
出

席
者
は

一
日
も
早
い
開
通
に
思
い
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

力強くインターヘ

川
十
時
1
正
午
)
、

B
組

1
五
月
九
日
か

川
ら
七
月
二
十
五
日
の
毎
火
曜
日

(午

川
前
十
時
1
正
午
)
、
C
組

1
五
月
十
日

川
か
ら
七
月
二
十
六
日
の
毎
水
曜
日
(
午

川
後
六
時
j

八
時
)
マ

場

所

上

田
ガ

川

ス
原
町
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

マ
定

川
員

各

組

二

十

四
名

マ

受

講

料

川
九
千
二
百
七
十
円

(
十
二
回
分
、
材

川
料
費
な
ど
)
マ
申
込
先
上
回
ガ
ス

川
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
包
⑫
6
8
7
3

-、，1，~

~'.、... ~ .. ・、:，・ー ，;，、.
守 1・・、"了，、..，. ・、:，'---;'.'、.・里・・、"・ー-;，ー、.
.. ~ a ・、:，・---;' .. 、..目.・、・，・ー，
-;'.'、.ー，.・、，.
・"、.
町. !"・、:，.:.
"、...!a ・、"・ー 幽-;'.ー、... ~ ・目、"・ー ，
，'，、-.目.

・、・"
~':、..，. 
・ 、，~
， ，目、.
.目.
・、"・ー .;-，目、.・，.
-、"・ー .
;'.'、.・..
・、・'，~
~，、.
.'・

・ 、，~
， ，目、.
・..-、・，・ー，;，、.
.1. 
L、，.
・'，、.
・、"・ー.
-;'.'、.・哩・
!、匂，~

-;'.'、i-・.・、，
ー -. '.、.・，..・、，
， ，、-
.1. ・、ー，
-;'.'、e
..! .. -、目，・ー .，-'.'、.
.'・・、:，
， '.λ-
L、'，:.
"三・
・、"・
-;'.'、て・.. ・、，
・'目、.・..・、"・- -;，、.
守 1.

・、"・，.、'
空白‘

\、:，~;，、.
.'・'、，・'.、..目.
・、"・
・'九・
・、"・
・'目、ー.，・
-、，~
-;'.'、っ・2・・、，'，， --
・ヘモ・・、・，・---;'.、.・.. ・、"・
~，、つ
.'・・、・，・
ーー-;'.'、.
.'・
1、ー'，~
-;'.'、1-・.，.' 、，
・'.、.... ・、・，・
・'.、..，・
1、，~

-;'.、1・哩・・、，
・'λ・
・、"
~，汗

白、"・
ー ー;-'.'、.哩・
L、:，.:.
・'目、.... 
L、，.
，'，、e..!. .、目"- -;-，、.
守 1.

・、"ー.;'.、.
空 白.-、司，

-;'.、.
.'・
-、"・'.、.・..
-、，1，'
・ ~I': '
，.' 、，
~，汗
，.' 、，
・"、.司..・¥、，
-;'.'、7
ー".・、，
・"、.・...・、，
・"、..'・・、"
~，目、つ... .、，
"、‘守 1.

1、'，~
-;!.'、
L、，'，.:.
・'.、..，・
!、'，~

・"、7凶 ・

.、"・'，、.

4言り
松尾町通りと

木炭車(昭和 16年)

楽しく、健康的に学ほ、うと、昭和60年に

開校した中央公民館の「ことぶき大学」。

初めての卒業式が先月 22日、同公民館で

行われ、 32人が卒業しました。卒業生の

表情には、一つのことを成し遂げた満足

感と喜びがあふれていました。

ふ
道
幅
が
狭
い
昭
和
同
年
の
松
尾
町
通
り

木
炭
車
も
見
え
る

‘
ほ
ぼ
同
じ
地
点
の
松
尾
町
通
り

提供者

竹花慈宏さん
(64歳 ・岩門)

よ
く
エ
ン
ス
ト
し
た

木

炭

車

昭
和
十
六
年
の
夏
、
松
尾
町
通
り

か
ら
現
在
の
中
央
交
差
点
方
面
を
写

し
た
も
の
で
す
。
昭
和
十
七
年
三
月

に
旧
制
上
田
中
学
(
現
上
田
高
)
を

卒
業
し
た
と
き
の
記
念
ア
ル
バ
ム
の

中
に
あ
っ
た
一
枚
で
、
松
尾
町
通
り

を
歩
い
て
い
る
の
が
私
た
ち
で
す
。

卒
業
記
念
に
と
い
う
こ
と
で
、
写
真

館
に
お
願
い
し
て
学
校
内
は
も
ち
ろ

ん
、
上
田
城
跡
公
園
、
上
田
駅
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
撮
り
ま
し
た。

こ
の
写
真
に
は
木
炭
車
の
パ
ス
が

写
っ
て
い
ま
す
が
、
私
は
青
木
村
か

ら
パ
ス
で
通
っ
た
の
で
、
木
炭
車
は

懐
か
し
い
で
す
ね
。
力
が
な
く
て
、

よ
く

エ
ン
ス
ト
し
ま
し
た
。
上
田
中

学
に
入
学
し
た
昭
和
十
二
年
当
時
は
、

「
マ
ッ
チ
箱
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
小

さ
な
上
田
温
電
(
現
上
国
交
通
)
の

青
木
線
の
電
車
が
走
っ
て
い
た
の
で
、

こ
の
電
車
で
通
学
し
ま
し
た
。
駅
に

は
、
今
の
よ
う
な
ホ
l
ム
が
な
か
っ

た
の
で
路
面
電
車
の
よ
う
で
し
た
が
、

翌
年
七
月
に
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

7 広報うえだ 1.4.【13]



ド

市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

緑
化
木
を
差
し
上
げ
ま
す

「
緑
の
祭
り
L

を
開
催

自
然
を
守
り
、
緑
豊
か
な
郷
土
に

1

1
1
四
月
は
「
緑
化
推
進
特
別
強
調

月
間
」
で
す
。
市
で
は
、
四
月
八
日

出
・
九
日
目
に
「
繰
の
祭
り
」
を
上

回
公
圏
西
口
で
開
催
し
ま
す
。

こ
の
祭
り
に
あ
わ
せ
、
下
表
の
と

お
り
緑
化
木
頒
布
会
を
行
い
ま
す
。

苗
木
六
千
本
(
ツ
ツ
ジ
、
デ
シ
ョ
ウ

ジ
ョ
ウ
モ
ミ
ジ
、
シ
ュ
ガ
ー
プ
ル

l

ン
な
ど
)
を
一
人
一
本
、
先
着
順
に

無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
ど

の
会
場
で
も
、
緑
化
木
・
緑
化
用
品

な
ど
の
展
示
即
売
会
も
聞
き
ま
す

0

・
問
い
合
わ
せ
農
林
課
(
内
線

1

4
5
7
)
 

緑化木頒布会日程表

と き と ー， ろ」

4月8日仕)
上回公圏西口

9日(日)

4月15日仕)
塩田支所西側駐車場

16日(日)

4月22日仕) 川西 公民館

4月23日(日) 上野が丘公民館

市
民
の
森
公
園

ゴ
l
力

l
ト
場

4
月
9
白
か
ら
開
設

マ
期
間
四
月
九
日
制
か
ら
九
月

二
十
四
日
制
ま

で
の
土
曜
日
、
日
曜

日
、
祝
日
(
た
だ
し
、
夏
休
み
期
間

中
は
毎
日
開
業
し
ま
す
)
マ
時
間

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
マ
料
金

ゴ

l
カ

l
ト
、
バ

ッ
テ
リ
ー
ヵ
ー
と

も
に
一
回
百
円
マ
問
い
合
わ
せ

市
民
の
森
公
園
ス
ケ
ー
ト
場

(
宮

@

9
3
9
6
)
 

※時間はいずれも午前 9時と午後 1時

の2回

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

教

養

講

座

の

参
加
者
を
募
集

市
内
に
在
住
か
、
市
内
の
事
業
所

に
勤
務
す
る
三
十
歳
未
満

(
昭
和
三

十
五
年
四
月
以
降
に
生
ま
れ
た
人
)

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り

開
講
し
ま
す
。

マ
講
座
内
容
下
表
の
と
お
り

V
申
し
込
み
四
月
十
一
日

ωか
ら

同
二
十
四
日
開
ま
で
に
、
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム

(
消
防
本
部
前
、
包
⑫

7

1
1
7
)
へ
必
ず
来
館
の
う
え
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
受
付
時

間
午
後
一
時
か
ら
同
九
時
。
な
お
、

日
曜
日
は
休
館
で
す
。

マ
そ
の
他

①
各
教
室
と
も
定
員
に
な
り
次
第
締

発・と道ごアー 一 一 ー で み なは勤・ 必円め
課問し路愛 昭 | 菅 |ま デ 、勤 琴 教養講座(5月10日から) 要 ) 切

、ては顧和 l w|せ u 部労ク l | l とのり
合無、い四 I A 些 |ん 、員 青 ュ |曜日|講座名 |回数 |定員|なはま

;2 詰百三五 I ~ 窓 ! ヵ; ±主主三 l 水|着付教 室 I 12回 I l 8 人 | 主 主 て

;県すEiZ|か道 1 2T T 号 |水 l中国語教室 I12 回~人|票ミ②
⑨企れかしら | ら路| 音てム募 |水|太極拳教室 I12回 I30人|あス 受
0 業まらた、 | 無 | 色い今集 t) ト講
1 局し 一 菅皆 | お | を ま ク ①初心者が対象です ま代料
1地た般平さ | 恒 | 奏す:ラ ②時間は各教室とも午後 6時30分から すな (
1 域 。県有ん II己 | てい U ブ 8時30分まで
) 開道料に I てあで が千

わ成封マニ日舗 札田 2 上マ十 の 森唐ど ま す に
せ二筒持ろ伺)をマを野上 市 6 小申人道林沢リマ す がよ上

年六ち 午有参次球団 売・ 0 地し、 ) に 山 のと 。 、リ小
体三枚物市後 す 加 に 場 市 入 底県 ) 方込親 親村日き そ 第 地

霊長マ納第五夫喜 fロ長札権護 へ喜みZ議会京 )四 妥面 五
( 日販税四三 行物球を利 場 所四十集 ( マ月 加森務
内 ま売証階十マ市い品場行の 林月五 森マと 二 者林所
線で権明第分と内ま版おい 務十組一林内こ十 を祭な
1 利書二かきにす売よ‘ 課日 ( 般教容ろ九 募 を ど
7 マ期、会ら 在 。権 び ま (伺)五参 室 日 集開で
5 間間印 議 四住 利県す g ま十加、植和仕) し 催 は
3 い 鑑 亙 マ月 の の官 ⑫で人者歴樹田 ( てし
) 合平、 と十居 入上 1 に ) 五史、村み いま次

上
小
地
区
森
林
祭
の

参
加
者
を
募
集

[14) 7 広報うえだ 1.4.



国
民
年
金
保
険
料

前
納
す
る
と

割

り

引

き

に

平
成
元
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

が
、
月
額
八
千
円
と
決
ま
り
ま
し
た

二
年
間
で
九
万
六
千
円
に

)。

保
険
料
を
一
年
分
ま
と
め
て
「
前

納
」
す
る
と
、
二
千
三
百
二
十
円
の

割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。
割
引
率
は

五
・
五
%
で
す
の
で
、
低
金
利
時
代

に
は
大
変
お
得
で
す
。
前
納
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、
四
月
二
十
八
日
幽

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
口
座
振
替
の
か
た
で
今
年

⑬ ゆ。
申し込みがいっしょになりました

・各種がん模診を実施

入
学
願
書
に
所
要
事
項
を
記
入
し
、

四
月
二
十
日
附
ま
で
に
市
社
会
課
へ
〉

(願
書
は
市
社
会
課
に
あ
り
ま
す
)

マ
問
い
合
わ
せ
市
社
会
課

(内
線
川
上
小
美
術
会
で
は
、
第
十
七
回
上

1
6
2
2
)

〉
小
美
術
展
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

パ
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
の
四

小川…

7
・紘一山日収で

J

部
門
に
わ
た
り
、
優
秀
作
品
を
展
示

-p
t
・-

0

4

一一一一家:。ら
3

…
し
ま
す
。

JV-一-
J

t

¥

ヘ
ιJ説
嗣

も

〈

マ

と

き

四

月

十

六

日

目

か

ら

同

¥
L
-ム
p
n
v
r
ω
o
v
-
F
U
V

ヘ
h
b
β
t
s炉
応
給
制
刈
川
二
十
三
日
一回

マ

と

ニ

ろ

上

田

創

f
kい

v

白

書

万

川
造
館
マ
入
場
料

一
般
三
百
五
十

f
l
d
l
J

iQ

ん
円
、
学
生
二
百
円
、
小
中
学
生
無
料

H
A
Q
-
-
-
h
一.・徳川…[

k
o
治
決
誠
一
一

w
一

電

子

詐
管
…
議
の

訓
練
生
そ
募
集

!
!
1
!
!
1
!
!
1
!
i
i
l
!
1
1
!
l
!
!
1
!
i
l
-
-
!
!
!
!
!
!
i
!
川

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
パ

川
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
の
操
作

で
川
技
能
を
習
得
す
る
訓
練
生
を
次
に
よ

1

・

恥
ん
を
…
り
募
集
し
ま
す
。

制

鵠

…

マ

訓

練

期

間

四

月

下

旬

か

ら

一

幻
一
ご
一
年
間

(週
二
回
、
夜
六
時
か
ら
九
時

、
、
古
)
ま
で
)

マ

定

員

三

十

六

人

マ

カ
同
門
川

分

来

〈

問

い

合

わ

せ

同

校

(
包
⑫
2
6
6

m
の
へ

i
J

時
で

~
t
¥

1
車
川

j
i
i
i
i
i
i
i
:
i
j、
く
く

怠
矢

川

山

引

℃

一

訂

正

お

わ

び

凶
刈
…
一
二
月
十
六
日
号
の
十
一
ペ

ー
ジ、

日
狭
…
「
交
通
安
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
選
作

目
蜘
一
品
が
決
定」

中
、
九
行
自
の

「六
川

間
車
〉

淳
子
(
六
中
二
年
)
」
と
あ
る
の
は
、

土

す

+

庄

川

一
則
対
〈

「有
川
淳
子
」
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

川
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

度
か
ら
前
納
に
切
り
替
え
ら
れ
る
か

た
は
、
四
月
二
十
日
嗣
ま
で
に
国
民

年
金
係
(
内
線

1
3
6
5
)

へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

平成元年度国民年金保険料
圃圃園、

ト¥一料 前納額

(割ヨ!額)

93，680円
えr-'-ー， 客員 96，000円

(2，320円)
r一一

98，360円
定額+付加 100，800円

(2，440円)
ム

胃がん、乳がん、大腸がんの早期発見のため、

次によ り各種がん検診を実施します。年に 1回は

必ず受けましょ う。

じ〉実施時期 ①胃検診は 5月から 8月、②乳房

検診は 7月から 12月、③大腸検診は 12月から来年

2月 b申込方法 今年から胃・乳房・大腸の各

検診はいっしょに申し込むことになりました(詳

しくは 4月上旬に各家庭に配布する各種がん検診

のお知らせをご覧くだきし、) 1>申込期限 4月

20日休)までに自治会長さんにご提出を

長
野
県
老
人
大
学

上

小

学

部

の

学

生

を

募

集

マ
入
学
資
格
①
一
学
年

l
六
十

歳
以
上
で
心
身
と
も
に
健
康
な
人
。

②
二
学
年
へ
の
編
入

1
県
老
人
大
学

(二
年
制
)
の
一

学
年
を
修
了
し
た

人
お
よ
び
同
大
学
(
一
年
制
)
を
卒

業
L
た
人
。
マ
募
集
人
員
上
小
学

部
で
百
名
(上
田
市
分
は
約
五
十
名
)

マ
学
習
期
間
修
業
年
限
は
二
か
年

(
二
年
編
入
者
は
一
か
年
)
で
、
年

間
学
習
日
数
は
十
五
日
間
。
教
室
は

上
回
合
同
庁
舎
で
す
。
マ
出
願
手
続

-3種混合予防接種(予備日)
会場は、市保健センターだけですので 、ご注意

くださし、。

く対象者〉

[> 1期 今年の 1、 2、 3月のうち、 2回しか受

けていないお子きん(8週間以上間隔があくと受

けられません。)

[>2期 1期終了後、 12か月以上を経過したお子

さん(ただし、 5歳 6か月 未満)

3種混合予防接種目程表(予備日)

~ 
会場名 実 地日 対象地 区

上田市保健 4月12日(水)
東部・中央・北部・塩尻・川

セ ンタ ー 辺-泉田・神科・豊殿地区

(JH性的
南庁舎 南部・西部・城下・神川・塩
2 r;皆 4月13日(木)

田・ 川西地区

市

上担
金持
三 dづn
術 周
展J年

を 言巴
開芯

催

7 広報うえだ 1.4.[15] 



上
田
城
跡
公
園
は
、
市
民
が
憩
う

場
、
観
光
の
場
、
史
跡
保
存
の
場
で

す
。
今
年
は
、
市
制
七
十
周
年
記
念

行
事
が
同
公
園
で
各
種
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
花
見
シ
ー
ズ
ン
。
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
楽
し
く
花
見
を
し

ま
し
ょ
う
。
桜
の
見
ご
ろ
は
、
四
月

十
五
日
前
後
で
す
。

①
公
園
内
の
施
設
や
文
化
財
を
大
切
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川
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四
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さ
え
さ
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加

六
六

放
置
自
転
車
を

撤
去
し
ま
す
/

交
通
対
策
課
で
は
、

J

R
上
田
駅

周
辺
に
長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
自

転
車
を
、
次
の
日
程
で
撤
去
し
ま
す
。

心
あ
た
り
の
か
た
は
至
急
持
ち
帰
っ

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
分
の
自
転
車
に
は
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
記
入

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

第
一
回
警
告
日

第
二
回
警
告
日

4
月
日
日
附

4
月
初
日
附

(
二
月
届
け
出
介

ご
め
い

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

滝
沢
た
き
じ
き
ん

小
池

本
き
ん

丑
田
と
く
子
さ
ん

松
村
益
子
き
ん

長
沢
秀
誉
さ
ん

佐
竹
金
八
き
ん

堀
之
内
次
郎
さ
ん

南
沢
登
茂
枝
さ
ん

仁赤中中踏東新野
古常五
田坂田組入加田 倉

六七七八六七七八
九七七 六九 二六一

自
転
車
撤
去
日

4
月
幻
日
偏

-
問
い
合
わ
せ

線

1
5
5
2
)

交
通
対
策
課
(
内

上
田
城
跡
公
園
で

楽
し
く
花
見
を

②
樹
木
を
傷
め
な
い

よ
う
に
し
ま
し

ト
品
、
つ
ノ。

③
ご
み
は
各
自
で
持
ち
帰
る
。

④
花
見
の
場
所
取
り
、
た
き
火
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

0

・
問
い
合
わ
せ
公
園
管
理
事
務
所

(内
線

1
4
3
5
)

甲
種
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

マ
と
き
五
月
十
六
日

ω、
十
七

日
制
午
前
九
時
よ
り
午
後
四
時
三
十

分

ま

で

マ

と

こ

ろ

市

民

会

館

マ
資
格
防
火
管
理
業
務
を
行
う
こ

と
の
で
き
る
管
理
的
な
立
場
に
あ
る

人
マ
受
講
料
会
員
三
千
五
百
円
、

非

会

員

五

千

円

マ

申

し

込

み

四

月
十
七
日
円
か
ら
五
月
十
日
制
ま
で

に
消
防
本
部
子
防
課

(
宮
⑫
2

5
♂

1
内
線

2
1
7
)

へ

[ 16] 広報うえだ 1.4. 1 

克
チ
ェ
ッ
ク
/

春
は
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
。
出
か

け
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

み
ん
な
で
火
災
予
防
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
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